
 

 

 

 

 
 

この「のびるよ そだつよ」は、本校が進めている研究活動を保護者の皆様にご紹介するための

研究便りです。研究内容や公開授業の日程、子供たちの様子等をお知らせしていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 月１５日(水)に２年生の研究授業が行われます。 

 のびるよ そだつよ 
国立市立国立第五小学校 研究便り 

校長   向井 美紀 

NO.１  令和元年５月１０日 

（編集：国立第五小学校 研究部） 

２年生 ひき算のしかたを考えよう ５月１５日（水）午後１：２０～ 

 ２年生は、「ひき算のしかたを考えよう」の授業を行います。1 年生で学習した「ひきざん」と、

2 年生で学習した「たし算のしかたを考えよう（筆算）」の考え方を生かして、ひき算（筆算）の計算

の仕方につなげていきます。本時では、一人一人が問題に向き合う時間を取り、それぞれの考えを導

き出した後、友達同士や全体で紹介し合って多様な考え方を共有します。そして、それぞれの良さに

気付くことを通して、問題に合ったより効率的な解法を考え、筆算につなげていきたいと思います。 

 

≪今年度の研究授業予定≫  

変更することもあります。詳細は学校だより等でご確認ください。 

５月１５日（水）２年生（算数）      １０月３０日（水）６年生（算数） 

６月１９日（水）５年生（算数）      １１月２０日（水）４年生（算数） 

９月１１日（水）つくし（生活単元学習）   １月２２日（水）1 年生（算数） 

１０月 ９日（水）５年生（算数）       ２月 ５日（水）３年生（算数） 

研究授業の見どころ 

『問題解決を通して、考えをつなげ合う子の育成』 
昨年度の国立市教育委員会研究奨励校研究発表会には多くのご参加・ご協力をいただき誠にありがと

うございました。今年度も考えをつなげ合う力を育てることを通して、本校が目指す「学びあう子」に

迫っていきたいと思います。 

児童が自分の考えをもち、積極的に表現して相手に伝え、また互いに理解し合ってともに問題を解決

し、新たなものを作り出すことができるようにするという児童の姿は、「学びあう子」の姿そのものであ

るととらえて研究を進めていきます。そこで、児童が自分の考えを表現するとともに、相手の考えを的

確に理解し、学びを深めていくといった児童の学びの姿を目指して授業改善に取り組んでいきます。 

《各分科会が目指す児童像》 

低学年：自分の考えや思いを伝える      つくし：自分の考えや思いを表現する  

中学年：多様な考えの良さに気付く      専 科：考えや思いを伝え、感じ取る  

高学年：自分と他者の考えを比べて、意見を伝え合う  

下記の研究授業は、保護者の方も参観できます。児童が授業に真剣に向き合う姿、教師が授業改善に

真摯に取り組む姿を見ていただき、感想をお寄せいただけると有難いです。 


